
第101号 2023年（令和5年） ７月発行

７月は青少年の非行・被害防止月間です。
～地域の力で子どもをまもり、はぐくみましょう～

〇インターネット・SNS利用にかかる子どもの非行・被害防止対策の推進
〇不良行為および初発型非行防止対策の推進

近年の少子高齢化やインターネットの利用拡大は、青少年を取り巻く環
境にも大きな影響をおよぼしています。特に、ＳＮＳに起因する青少年の犯
罪被害は深刻な状況にあります。また、薬物乱用や「闇バイト」と称した強
盗、特殊詐欺等に加担してしまう少年が増加していることも、大きな問題で
す。
学校が夏休みに入る7月を「青少年非行・被害防止強調月間」として、全

国的に運動が展開されています。滋賀県では、冒頭の重点施策のほか、
有害図書の浄化活動、薬物乱用防止対策、再非行の防止、児童虐待防
止の総合的な支援、いじめ。暴力行為等の問題行動への対応、関係機関と地域社会が一体となった補導・
相談活動の推進を積極的に推進することとしています。

湖南市少年センターでは、今回の啓発活動を甲西北中学校ボランティ
ア部とのコラボレーションで実施しています。
啓発チラシのイラストや、啓発物のデザインを中学生の皆さんに考え

ていただき、市民の皆さんへの啓発に関わっていただきました。中学生
らしい発想の啓発物ができあがり、中学生自身もＳＮＳ，万引き、薬物
乱用等の問題について考える機会となりました。

少年センターだより
「 」湖南市少年センター・あすくる湖南
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「薬物乱用防止啓発標語」

ストップ！ あまい言葉に だまされない
令和４年度石部南小学校卒）奥村 來愛 （さん

一度だけ？ 薬物乱用 やめられない
令和４年度岩根小学校卒）ビエイラ マリアネ （さん

６月２４日（土）に、イオンタウ
ン湖南において、滋賀県「ダメ。
ゼッタイ。」普及活動街頭キャ
ンペーンが行われました。湖南

市少年センター・少年補導委員会も、武藤会長を先頭に、薬物乱用防止に
むけて熱心な呼びかけ活動を展開しました。
湖南市では、少年センター職員と少年補導委員役員が「薬物乱用防止

指導員」として、特に若者への薬物乱用防止活動を進めています。

7月3日の街頭啓発活動の様子

市内５店舗で啓発活動を実施



少 年 セ ン タ ー だ よ り（２）

６月３０日（金）に、湖南市少年補導委員会の
第１回研修会が開催されました。６月初旬に予
定されていたものが、豪雨で急遽日程変更した
にも関わらず、多くの皆さんが研修に参加してく
ださいました。
今回の講師は、ボラ

ンティアグループ「カリ
ーニョ」の皆さん。外国
人と日本人の壁をなく
す活動から、多文化共
生について楽しく、そし
て、深く心にしみる学
びの時間となりまし
た。

湖南市少年センターでは、年間を通して青少
年の健全育成のための有害図書等立ち入り調
査を実施しています。
市内の図書等取扱店や

コンビニエンスストアに青
少年に有害図書を見せな
い・売らない・持たせない
ための販売・陳列方法を
啓発しています。

湖南市
少年補導
委員会で
は、中学
校区ごと

に特色ある活動に取り組んでいます。
その中の一つに、登校時や下校時に中学生たちに

声かけをする「愛の声か
け活動」があります。「お
かえり」「ただいま」 そ―
んな何気ない言葉のキャ
ッチボールに子どもたち
の笑顔が光ります。

日枝中学校区での

登校時声かけ運動

「薬物乱用防止啓発標語」

麻薬だめ さそいにのらない 命とり
令和４年度水戸小学校卒）近藤 奏弦 （さん

薬物は やみにまぎれた 身の危険
令和４年度石部南小学校卒）井 花音 （さん

青少年支援サポーター
支援協力企業
を募集しています。

居場所をなくした少年が立ち直り、自立
していくためには、多くの大人の支援が必
要です。
少年の自立支援に協力していただける

方や企業を募集しています。少しでも関心
を持っていただけたら、ご連絡ください。

少年の非行防止と健全育成に長年尽力されてこられ
た個人・団体への功労表彰が６月２２日(木)、滋賀県警
察本部で行われました。
甲賀警察署管内では、武藤敬

助会長が、少年補導功労者とし
て、全国少年警察ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会
『少年補導栄誉銀章』を受賞され
ました。

ご自身の体験や思いを

切々と語られる南崎サラ小百合さん




